






 

研究目的 

 新生児に見られる先天性の形態異常ないしは機能異常の原因としては遺伝要

因と環境要因とが考えられるが,しかしこの中で遺伝要因単独によって生ずる

異常は 10～20%と少なく,残る 80～90%は遺伝要因と環境要因との相互作用或い

は環境要因が特に強く影響したものと考えられている。また,先天性異常以外の

新生児異常の発生に対しても,妊娠中の母体環境要因は大きな係わりを持って

いる。この見地に立って異常環境分科会では異常児発生に及ぼす母体外因の影

響を全国規模で調査しているが,我々もその調査協力機関の 1 つとして広島県

下の 9病院での調査を実施した。 


